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SIIは様々な技術と製品を生み出してきました。

SIIはこれからも、創業時から脈々と受け継いできた「匠・小・省」の技術で、
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　クオーツ時計のローター磁石
を起源にもつサマリウムコバル
ﾄ磁石「DIANET®」は、耐熱性に優
れ、外径わずか1mm以下の最小
サイズでも強い磁力を保持して
います。
　高い品質と性能が認められ、磁
気センサーなど車載製品にも幅
広く使われています。
　その他、スマートフォン用カメ
ラのアクチュエーターや医療機
器などにも採用され、小さなものを得意とする当社の技術が生かされています。

● 耐熱性に優れ、リフロー実装が可能。

● 耐食性に優れ、磁気特性の劣化が無い。

● 加工による磁気特性劣化が無く、機器の
小型化や薄型化、省消費電力化に寄与。

● 独自の精密加工技術により、ミクロン単
位の寸法公差に対応。

● 独自の製造技術により、磁気特性のバラ
ツキが小さく、機器の安定化に寄与。

● 独自のニアネット成形加工技術により、
超精密小型形状が容易のため、コストパ
フォーマンスに優れる。

サマリウムコバルト磁石 DIANET®の特徴

■ DIANET®の特長

クォーツ時計のムーブメント内部

■ DIANET®の製造工程

溶　解

検　査

粉　砕

加　工

粉末処理

表面処理

横磁場成形 縦磁場成形

着　磁

検　査

焼　結

梱包・出荷

クォーツ時計のムーブメント
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組成 材質

残留磁束密度 保磁力 最大エネルギー積

Br bHc iHc BHmax

（T） （G） （kA/m） （Oe） （kA/m） （Oe） （kJ/m3） （MGOe）

1-5系
（SmCo5） DM-20 0.79～0.87 7,900～8,700 613 < 7,700 < 1,114～1,910 14,000～24,000 123 < 15.5 <

2-17系
（Sm2Co17）

DM-R22 0.90～1.06 9,000～10,600 588～796 7,400～10,000 580～2,109 7,300～26,500 155～215 19.5～27.0

DM-26 1.03～1.08 10,300～10,800 302～637 3,800～8,000 302～668 3,800～8,400 155～215 19.5～27.0

DM-30S 1.09～1.15 10,900～11,500 405～756 5,100～9,500 374～1,115 4,700～14,000 200～239 25.0～30.0

DM-30L 1.08～1.13 10,800～11,300 684 < 8,600 < 1,074～2,348 13,500～29,500 200～243 25.0～30.5

DM-R32 1.08～1.14 10,800～11,400 748～859 9,400～10,800 1,592 ≦ 20,000 ≦ 214～247 27.0～31.0

4

注）お客様の希望される寸法・形状により磁気特性は若干の変動がありますので、ぜひご相談ください。

■ 磁気特性分布図

■ 基本特性表

基本特性
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熱減磁率・加工劣化

サマリウムコバルト磁石（SmCo磁石）は、ネオジム磁石（NdFeB磁石）に比べ、キュリー温
度※が800℃以上と高く、耐熱性に優れ、リフロー実装を行う製品に搭載が可能です。

サマリウムコバルト磁石（SmCo磁石）は、ネオジム磁石（NdFeB磁石）に比べて加工劣化し
難いという特徴があります。従って、微小磁石に加工しても磁気特性の劣化はありません。

※キュリー温度（Curie temperature、記号Tc）とは、強磁性体が常磁性体に変化する転移温度。

熱減磁率は、使用環境や条件により異なりますので、耐熱温度を保証するものではありません。　

■ 熱減磁率

減
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%
）

温度（℃）
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■ 加工劣化

熱減磁率（FLUX値）の比較
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温度特性
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表面処理・測定

■ 表面処理

■ 測定

使用用途に応じて、電解Niメッキを行うことをご推奨いたします。

● 磁石の表面を保護し、カケにくくします。
● ワレ・カケによる磁粉発生を防止します。ハンドリングが良くなります。

1. 総磁束（FLUX）測定

総磁束（FLUX）
単位：Wb（ウェーバ）
　　：Mx（マクスウェル）

磁石1個内の磁束量（磁力線の量）を表します。
対象の磁石全体（体積）の磁化状態の測定に適しています。

図のようにサーチコイルに磁界の変化を与えた時、
コイルに起電力が発生する電磁誘導の原理を用い測定します。

2. 表面磁束密度（Bd）測定

表面磁束密度（Bd）
単位：T（テスラ）
　　：G（ガウス）

磁石表面の単位面積あたりの磁束量（磁力線の量）を表します。

試料振動式磁束計（VSM：Vibrating Sample Magnetometer）
試料振動式磁束計を使用して、磁石の残留磁束密度、保磁力、最大エネルギー積を測定します。

増幅器

電磁石

コイル試料

ガウスメーター

ホール素子

試料

N

S

非磁性棒

コイル

試料

FLUXメーター
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カスタム商談の流れ

■ カスタム商談の流れ
弊社の希土類磁石(DIANET)は、お客様のご要望に応じた製品作りを心がけております。
一般的な商談の流れは、以下の図のようになりますが、まずは、お客様のご要望を是非お聞かせ
ください。
些細なことでも結構ですので、是非お問い合わせのご連絡をお待ちしております。
弊社の磁石専任担当者がお客様のご希望を承りまして、最善のソリューションを提案させてい
ただきます。

お客様 SII

お問い合わせ

仕様確認お伺い調整

仕様調整

サンプル試作

量産試作品制作

仕様書提案

製品仕様提示（図面等）

サンプル仕様決定

サンプル評価

量産試作品評価

仕様書締結、量産化

お問い合わせ先

希土類磁石に関するお問い合わせフォーム
https://www.sii.co.jp/jp/dianet/contact

お電話によるお問い合わせ

セイコーインスツル株式会社　電子デバイス事業推進総括部

043-211-1735
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見積条件確認書

当社希土類磁石をご検討頂くにあたり、下記の項目についておしらせください。

1.仕様

1-1.寸法、公差

寸法 公差

D or L1

d or L2

t

1-2.特性 ・簡略図

Br：

iHc：

bHc：

BHmax：

1-3.着磁の有無

1-4.着磁方向（D・L1・L2・t）

1-5.マーキングの有無

1-6.表面処理の有無

1-7.使用温度　Min.　　 / Max.

1-8.高温条件　時間　　 / 回数　　 / 頻度

1-9.実装方法（接着、インサート成形、カシメ、その他）

1-10.リフロー実装の有無

2.サンプル数量

3.量産数量

4.量産時期

5.用途

6.希望価格（個/円）



■注意事項
①本カタログ内容は予告なく変更する事があります。
②本カタログの一部、又は全部を弊社に無断で転載、または複製など他の目的に使

用することは固くお断りします。
③製品の写真は印刷の為、実物と色彩が異なる場合があります。ご使用の際は予め

ご確認をお願いします。
④本カタログに記載される回路、使用方法は参考情報です。これらに起因する第三

者の権利（知的財産権を含む）侵害あるいは損害の発生に対し、弊社はいかなる
保証を行うものではありません。また本カタログによって第三者または弊社の
知的財産権の実施権許諾を行うものではありません。

⑤本カタログに掲載されている製品が｢外国為替および外国貿易法｣に定める規制
貨物（又は役務）に該当する場合は、同法に基づく輸出許可が必要です。

⑥本カタログに掲載されている製品は一般民生品です。弊社の書面による許可な
くしては、健康機器、医療機器、防災機器、ガス関連機器、車両機器、航空機器およ
び車載機器等、人体に影響を及ぼす機器または極めて高い信頼性が要求される
機器には使用することができません。

【警告】
・ペースメーカーなど電子医療機器を装着した人へ磁石を近づける事は大変危険で

す。
医療機器の正常な動作を損なう恐れがあります。ご注意下さい。

・磁石を飲み込まないように注意してください。万一飲み込んだ場合には直ちに医
師にご相談ください。
お子さまの手の届くところに磁石を置かないで下さい。

【注意】
・磁石はご使用になる寸法・形状などにより、カタログ通りの磁気特性値が得られな

い場合があります。事前にサンプルなどで確認下さい。
・お客様で磁石の磁化（着磁）をされる場合、材質及び保磁力に応じた十分な磁界を

与えて下さい。磁界の強さが不十分な場合、設計通りの磁気特性が得られないこと
があります。磁化に必要な磁界の大きさについてはメーカーにご相談下さい。

・次のような環境での使用、保管は避けて下さい。耐候性については、各磁石の材質
によって異なりますので、予め防錆などにつきご相談下さい。

１.腐食性ガス雰囲気（Cl、NH3、SOx、NOx）
２. 電導性の高い環境（電解質を含む水中など）
３. 水素雰囲気中
４. 酸性、アルカリ性、有機溶剤など
５. 水中、油中

・磁石と磁石、ヨーク、ホールピースなどと接合に接着剤を使用する際には、接着剤
の種類、量、条件、強度などを十分検討し、信頼性をご確認下さい。

・圧入、焼きばめなどの加工をする時は、磁石の特性が劣化したり、磁石や相手材が
割れるなどの恐れがあります。必ず事前にサンプルで確認して下さい。

・着磁された磁石は鉄粉などのゴミを吸着しますので、梱包ケースから取り出すと
きはホコリのない環境で行なって下さい。

・磁石は衝撃に弱く、割れや欠けが発生しやすいので取扱いに注意して下さい。取扱
い中に割れや欠けが発生した場合、特性劣化や強度劣化の恐れがあります。

・磁石は一般に欠けやすい材料が多く、取扱いに注意が必要です。衝撃が加わること
のないような場所に保管して下さい。また、錆の発生を防ぐため雨水などかからぬ
ようご注意下さい。

・着磁されている磁石には、着磁されている事を明示の上、木箱など、非磁性材料で
カバーをして下さい。

・磁石を磁気テープ、フロッピーディスク、プリペイドカード、切符、または電子時計
に近づけると、磁気記録が破壊されたり、磁化されて使用できなくなることがあり
ます。また、電子キーでカードや切符が使用できなくなることがありますので、電

子キーとカードや切符を一緒にポケットに入れたりしないで下さい。
・金属に敏感に反応するアレルギー体質の方は、磁石に触れると皮膚が荒れたり、赤

くなったりする場合があります。このような症状があらわれた場合には磁石に触
れないで下さい。

・一般の磁石では、磁石の成分が水に溶け出す場合がありますので、磁石に触れた水
は絶対に飲まないで下さい。

・磁石は一般に割れやすいものです。その破片が目に入ったり、破片で怪我をする場
合がありますので、ご注意下さい。

・磁石は吸着力が強いので、手を挟まれないようにご注意下さい。
・希土類磁石の合金粉末は消防法で第二類（可燃性固体）第一種の危険物に指定され

ています。磁石の使用中の摩擦によって生じる微粉末は発火及び着火の危険性が
ありますので、磁石粉末が発生する恐れのある使用は行なわないで下さい。

・希土類磁石の微粉は自然発火の危険性がありますので、お客様で加工される場合
は、切り粉や切削粉は空気中に放置せず、必ず水を張った入れ物に保管して下さ
い。また、万一の発火に備え、砂を用意しておいて下さい。発火したならば直ちに砂
をかぶせて可燃物を遠ざけて下さい。

・高温多湿の場所での保管は避けて下さい。

磁石の使用上の注意事項
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環境方針 / 注意事項

セイコーグループ環境方針

■ 環境方針

セイコーグループは地球環境の保全が社会全体にとって最重要課題の一つであることを認識し、豊かな時を共有できる持続可能な社
会の実現をめざします。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

社会の要請に応えた活動に積極的に取り組み、環境パフォーマンスの向上、ひいてはステークホルダー価値の向上に努めます。

法令及び同意したその他の要求事項の遵守はもとより、環境リスクの低減と汚染の予防に努めます。

温室効果ガス排出量の削減を徹底し、気候変動の緩和と適応に努めます。

資源の有限性と貴重さを認識し、資源循環に努めます。

事業活動が生態系サービスの恩恵を受け、同時に影響を与えていることを認識し、生物多様性の保全に努めます。

使用する化学物質および製品への含有化学物質の適切な管理を徹底します。

全ライフサイクルにおいて環境に配慮し、加えて環境保全に貢献できる製品・サービスを提供します。

社員の環境意識の向上を図り、全員で環境活動に取り組みます。

情報公開に努め、社会とのコミュニケーションを推進します。

本方針の実現に向けて環境目標・計画を設定し、実行および結果を評価しながら継続的改善を図ります。
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取扱製品紹介
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